統一様式活用イメージ

　●ケアマネ用



　●医療機関用
【担当ケアマネ決定時】（医療連携統一シート　様式２）
　「ケアマネが誰だかわからない」との声から作成。ケアマネから医療機関に郵送等で届ける。本人・家族からの同意をとることで信頼性を担保させている。
【相談時ケアマネ用】（医療連携統一シート　様式３）
　ケアマネから医療機関に対して情報提供を求めるための様式。要点をまとめて具体的で返信しやすい内容とし、基本はＦＡＸでの情報交換となる。
【介護保険更新申請時】（医療連携統一シート　様式４）
　更新申請時期となっていることを事前に知らせるとともに、本人状況と主治医意見書のずれを解消することを目的としている。診療時再確認しやすく、意見書内容にも沿ったものとなっている。
【介護度決定後】（医療連携統一シート　様式５）
　決定した介護度をお知らせするとともに、担当者会議等で決定した方針等を伝えることを目的としている。ケアプランをそのまま送るのではなく、要点を記載することで、一目で方向性（考え）を理解してもらうことができる。
【医療系サービス導入時】（医療連携統一シート　様式６）
　訪問看護やデイケア、要支援者の福祉用具導入時などで医師から意見をもらうための様式。主治医意見書でチェックがついていることから確認するためにも使用できる。
【入院時】（医療連携統一シート　様式７）
　入院時、ケアマネから医療機関に対して情報提供を行うための様式。ケアマネの存在を示し、入院中の情報や退院時のスムーズな連携づくりに効果を期待できる。
【相談時医療機関用】（医療連携統一シート　様式８）
　医療機関からケアマネに対して情報提供を求めるための様式。要点をまとめて具体的で返信しやすい内容とし、基本はＦＡＸでの情報交換となる。
【退院時】（医療連携統一シート　様式９）
　退院時、医療機関からケアマネに対して情報提供を行うための様式。在宅時の留意点や本人に伝えられない情報などを記載することで、在宅サービス展開時の指針となる。
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